
対　象 　看護師（初任者向け）
仕　様 　小Ｂ６判／ 224p
作業内容 　原稿作成・図版・組版・校正
作業期間 　６ヶ月

看護師のための  早引き
ドレーン・カテーテル管理 BOOK

一般書籍 ナツメ社

本書表紙 専門性の高い内容をたくさんの図や写真で丁寧に解説

初任者が分かりやすいよう，臨床現場の写真
を使ってポイントを解説した。

煩雑な手描き原稿を分かりやすい図版に起こ

し，内容の整理に努めた。

社内で図版が作成できるメリットを活かし，
著者校正に素早く対応できるようにした。

この仕事のポイント
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第
3
章

1
　気
管
チ
ュ
ー
ブ

頸
　部

口腔または鼻腔から、声門を経由し気管分岐部の手前 2cm程度
に先端がくるように留置する。経口挿管が第一選択である。経
鼻挿管は、副鼻腔炎などの感染症の増加、鼻腔の損傷・壊死な
どの合併症を避けるため、経口挿管ができない場合に選択する。

チューブの留置部位

カフ上部吸引ポートカフ用注入口

カフ

気管チューブ

甲状軟骨

一方弁で吸気が
抜けない

気管

食道

口蓋垂

▶ 食道挿管
▶ 片肺挿管
▶ 気管損傷
▶ 気胸
▶ 歯牙損傷

▶ 口腔内軟部組織損傷
▶ 呼吸器感染症
▶ スキントラブル
▶ 声帯麻痺など

予測される合併症

ページ例

 複雑な図版は過分な情報をで
きるだけ減らし，要点を絞っ
た図版に仕上げた。

心がけたこと①

 明快な模式図を作成し，要点が
分かりやすい紙面に仕上げた。

　エディット の強み
◉教材づくりのノウハウを活かし，専門的な内容の書籍を分かりやすく制作することができる。

◉簡単な企画書があれば，専門的な内容の書籍をゼロから仕上げることができる。

解説に
は

出典を
明記

心がけたこと②

60

カフなし カフあり

毛
細
血
管
流

気
管
壁

誤
嚥

誤
嚥

カ
フ

気
管
壁

カフは、エアリーク
や誤嚥を防ぐ役割が
ある。

カフの容量が大きい
ほうが、気管に対す
る圧を低くすること
ができる。

カフ 小

カフ 大

＜カフ上部吸引ポート付チューブ＞
・カフ上部に溜まった分泌物
を吸引できる。

・口腔咽頭内の細菌が下気道
に侵入するリスクを軽減し、
人工呼吸器関連肺炎を減少
させる目的がある。

分
泌
物

カ
フ

気
管
壁 カ

フ
上
部

吸
引
口

ページ例

シンプ
ルで

見やす
い図版

明快さを大事にした説明図
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＜
胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
の
し
く
み
＞

・
胸
腔
内
は
生
理
的
に
陰
圧
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
は

胸
腔
内
を
陰
圧
に
保
ち
貯
留
し
た
空
気
や
体
液
を
排
出
す
る
た
め
に
行
う
。

・
ド
レ
ナ
ー
ジ
に
は
、
1ボ
ト
ル
シ
ス
テ
ム
、
2ボ
ト
ル
シ
ス
テ
ム
、
3ボ
ト
ル

シ
ス
テ
ム
を
使
う

3種
類
が
あ
る
。

・
こ
こ
で
は
チ
ェ
ス
ト
・
ド
レ
ー
ン
・
バ
ッ
ク
と
同
じ
機
能
を
持
つ

3
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

（
図
１
）

2 水
封
ボ
ト
ル

胸
腔
内
は
陰
圧
で
あ
る
た
め
、
胸
腔

内
に
ド
レ
ー
ン
を
留
置
す
る
と
、
胸

腔
内
に
空
気
が
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま

う
（
図
2）
。

そ
こ
で
、
空
気
の
通
り
道
に
空
気
よ

り
重
い
水
を
入
れ
る
こ
と
で
、
空
気

の
通
り
道
に
蓋
を
し
て
空
気
が
吸
い

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
水

封
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ー
ル
と
い
う
）

で
、胸
腔
内
が
外
界
と
遮
断
さ
れ
る
。

3 吸
引
圧
制
御
ボ
ト
ル

水
柱
圧
A
の
高
さ
が
吸
引
圧

に
な
る
。

高
さ
で
吸
引
圧
を
調
節
し
、

胸
腔
内
を
一
定
の
陰
圧
で
持

続
的
に
吸
引
す
る
。

1 排
液
ボ
ト
ル

胸
腔
か
ら
の
排
液

を
溜
め
る
ボ
ト
ル

胸 腔

吸 引 先

外 気

空
気

外
気
を
取
り
込
む
口

吸
引
圧
が
設
定
よ
り
高
く
な
ろ
う
と
す
る

と
、
こ
こ
か
ら
外
気
を
取
り
込
み
、
ボ
ト

ル
内
が
設
定
圧
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
に

調
節
し
、
一
定
の
圧
を
保
つ
。

液
体（
胸
水
、血
液
）

A
呼 吸 性 移 動

86

＜
胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
の
実
際
＞

（
メ
ラ
ア
ク
ア
コ
ン
フ
フ
ォ
ー
ト
の
場
合
）

ド
レ
ナ
ー
ジ
の
方
法
に
は
、
水
封（
ウ
ォ
ー
タ
ー

シ
ー
ル
）と
低
圧
持
続
吸
引
が
あ
る
。

１
 ）水
封（
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ー
ル
）：
吸
引
圧
は
ゼ
ロ

に
し
て
水
封
室
の
機
能
の
み
で
管
理
す
る
方
法

適
応
：
吸
引
圧
を
あ
ま
り
上
げ
な
い
よ
う
に
管
理

す
る
場
合

吸
引
圧
管
理

87　
第 4 章 1 1 1 1 1 1 1 11 1 部

吸
引
ポ
ン
プ
に
は
つ
な
が
な
い

水
封
室
の
機
能
の
み
で
陰
圧
を
管
理
す
る

（
図
２
） 胸
腔
内

陰
圧

ド
レ
ー
ン
を
入
れ
る
と

外
気（
空
気
）が
吸
い
込
ま
れ
る

2 
水

封
ボ

ト
ル

（
水

封
室

）
水

封
部

に
滅

菌
蒸

留
水

を
指

示
量

入
れ

る
と

青
色

に
着

色
さ

れ
る

。

3 
吸

引
圧

制
御

ボ
ト

ル
   

   
  

（
吸

引
圧

調
整

部
）

吸
引

圧
調

整
部

に
滅

菌
蒸

留
水

を
入

れ
る

と
黄

色
に

着
色

さ
れ

る
。

指
定

さ
れ

た
水

柱
圧

の
高

さ
（

目
盛

り
：

cm
H

2O
）

に
な

る
ま

で
水

を
入

れ
設

定
圧

を
調

節
す

る
。

1 
排

液
ボ

ト
ル

目
盛

り
が

あ
り

、
貯

留
し

た
排

液
の

量
を

測
定

で
き

る
。

吸
引

装
置

へ
接

続
患

者
側

（
胸

腔
ド

レ
ー

ン
に

接
続

）

看護師のための  早引き ドレーン・カテーテル管理 BOOK （p86～87／100%）



・
経
口
摂
取
不
良
時

・
静
脈
炎
を
起
こ
し
や
す
い
薬
剤
を

投
与
す
る
と
き

・
末
梢
血
管
の
確
保
が
困
難
な
と
き

・
長
期
の
薬
剤
投
与
が
必
要
な
場
合

・
中
心
静
脈
圧
の
測
定
が
必
要
な
と

き（
CV

C）

適
 
応

・
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液（
中
心
静
脈
栄

養
）

・
抗
が
ん
剤
投
与

・
循
環
系
作
用
薬
な
ど
微
量
輸
液
製

剤
の
投
与

・
中
心
静
脈
圧
の
測
定
：
循
環
動
態

の
観
察

目
 
的

中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
は
、
体
表
よ
り
経
静
脈
的
に
カ
テ
ー

テ
ル
を
挿
入
し
、
カ
テ
ー
テ
ル
先
端
を
中
心
静
脈
内
に
留
置

す
る
。
薬
剤
の
投
与
や
中
心
静
脈
圧
の
測
定
を
行
う
。

19
8■

PI
CC
は
、
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
関
連
の
血
流
感
染
が
少
な
く
長
期
に
使
用

で
き
る
が
、中
心
静
脈
圧
が
測
定
で
き
ず
、ル
ー
メ
ン
数
が
少
な
い
た
め
、集

中
治
療
管
理
に
は
適
さ
な
い
。
末
梢
血
管
の
確
保
が
困
難
な
場
合
や
、
末
梢

血
管
か
ら
投
与
で
き
な
い
薬
剤
の
投
与
の
際
に
選
択
さ
れ
る
。

■
ル
ー
メ
ン
数
に
よ
っ
て
、
シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン（
ラ
イ
ン
が

1
本
）／
ダ
ブ
ル

ル
ー
メ
ン（
同

2本
）／
ト
リ
プ
ル
ル
ー
メ
ン（
同

3本
）と
呼
ば
れ
る
。

カ
テ
ー
テ
ル
の
種
類

1．
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル

　
　

  　
　

非
皮

下
ト

ン
ネ

ル
中

心
静

脈
カ

テ
ー

テ
ル（

CV
C）

　
　

  　
　

末
梢

挿
入

型
中

心
静

脈
カ

テ
ー

テ
ル（

PI
CC

）

第
6
章
　
血
管
の
ド
レ
ー
ン
・
カ
テ
ー
テ
ル

排
出

注
入

PI
CC
：
末
梢
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、中
心
静
脈
内
に
留
置
す
る
。

19
9　
第 6 章 1 1 1 3 1 1 2 2 1 2 2 9 1 1 1 1 1
1 1 1 9血 1 4

鎖
骨
下
静
脈

上
大
静
脈

心
臓

下
大
静
脈右
内
頸
静
脈

感
染
管
理
上
は
鎖
骨
下
が
よ
い
が
、
気
胸
な
ど
の
合
併
症
が
発
生
し
や
す

い
。
ま
た
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
者
の
技
量
な
ど
も
考
慮
し
、
患
者
に
適
し
た

部
位
を
選
択
し
て
留
置
す
る
。

穿
刺
部
位
  
 

カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
部
位

心
臓

下
大
静
脈

感
染
の
リ
ス
ク
は
、
非
皮
下
ト
ン
ネ
ル
C
V
C
＞
P
IC
C
＞
埋
め
込
み
型

の
順
に
高
く
な
り
、
ま
た
、
ル
ー
メ
ン
数
が
多
い
ほ
ど
高
く
な
る
。

末
梢
挿
入
型
中
心
静
脈
カ

テ
ー
テ
ル（
PI
CC
）

非
皮
下
ト
ン
ネ
ル
中
心
静

脈
カ
テ
ー
テ
ル（
CV
C）

■
挿
入
時

▶
機
械
的
合
併
症（

5
～

19
％
）▶
不
整
脈

▶
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
異
常

■
留
置
後

▶
留
置
に
伴
う
感
染（

5
～

26
％
）

▶
カ
テ
ー
テ
ル
の
閉
塞

※
 感
染
リ
ス
ク
は
　
大
腿
＞
内
頸
＞
鎖
骨
下
＞

末
梢
　
の
順
に
高
く
な
る
。

予
測
さ
れ
る
合
併
症

■
穿
刺
部
位
ご
と
の
機
械
的
合
併
症
の
発
生
リ
ス
ク

鎖
骨
下

内
頸

大
腿

末
梢

穿
刺
に
よ
る
気
胸

◎
○

―
―

穿
刺
に
よ
る
血
胸

○
―

―
―

動
脈
穿
刺

◎
◎

◎
○

血
腫

○
○

◎
○

内
頸
静
脈

大
腿
静
脈

鎖
骨
下
静
脈

尺
側
皮
静
脈

（
末
梢
）
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